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信濃町メディアセンター
「北里記念医学図書館」の使命

• 医学・看護医療学研究者、医療従事者、
学生の研究・教育・学習・医療のために
広く医学・看護医療学情報サービスを提供
する

慶應義塾/学部

• 慶應義塾 (安政5年,1858-)
– 32,142 学生(大学院生4,２７1を含む 13%)
– 2,067 専任教員
– 2,724 専任職員

• 医学部(大正6年,1917-)
– 843 学生(大学院生245を含む) * 第2学年から信濃町所属

• 看護医療学部（平成13-,2001-）;健康マネジメント科（平成17,2005-)
– 533 学生（大学院生93を含む） * 第3学年のみ信濃町所属

• 信濃町キャンパス教職員
– 1,129 教員（非常勤432は含まない）
– 1,752  職員（内数：看護師985）

As of July 2007
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慶應義塾大学病院

• 大学病院（大正9年,1920-）
• 特定機能病院（平成6, 1994-）

– 外来患者（一日平均） 3,986人
– 病床数 1,072床
– 全身麻酔手術件数 6,640件
– 診療科27科、中央診療部門13部門

FY2006

沿革-組織と名称

• 1971 「医学情報センター」の名称追加
• 慶應義塾研究・情報センター発足（当時4館）
• 1972財団法人国際医学情報センター設立

• 1993「医学メディアセンター」と改称
• 1990湘南藤沢メディアセンター設立
• メディアネット発足。計算センターと併合(1999分離）

• 2004「信濃町メディアセンター」と改称

「北里記念医学図書館」は永久不滅
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創設

• 1937（昭和12年）
北里柴三郎博士（初代の慶應義塾大学医学部長）の没後、

その功績をたたえ、記念医学図書館建設會により図書館
が建築、設立される

• 1944 （昭和19年）公式に慶應義塾へ図書館が寄贈される

北里博士記念医学図書館に関する覚書（抜粋）
・北里博士記念医学図書館の名は永久に保存すること
・医学者一般に之を利用せしむること

沿革-建物・施設

• 1937 竣工、落成披露
• 1945 空襲で大型焼夷弾落下
• 1961 China Medical Board助成により改装
• 1990保存書庫設置
• 1994 山中資料センターへ一部資料移送（再98,04）

• 1995-97書庫、閲覧室、 事務室、改装
• 2006 保存書庫撤退
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沿革-サービス （１）

• 1951 ライカによる文献複写サービス開始
• 1953 件名目録再編成開始
• 1954 目次速報サービス開始
• 1956 National Library of Medicine分類採択
• 1965 フィルムセンター設置(-2001)
• 1967 翻訳サービス開始 (-72国際医学情報センターへ)

沿革-サービス （２）

• 1975 スライド作成サービス開始
• 1976 コンテンツサービス開始
• 1979 オンライン文献検索サービス開始
• 1990 図書館システム KOSMOSによる

貸出システム稼動

• 1998 ホームページ開設
• 1999 電子ジャーナル提供開始
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沿革-業務改革

• 1966 相互貸借サービスにテレックス導入
• 1980 MELIC ACS開発
• 1990 オンライン目録NACSIS-CAT
• 1990 統合図書館システムKOSMOS導入
• 1999 統合図書館システムKOSMOS II導入

沿革-出版 （１）

• 1961 広報誌「きたさと」創刊（-66）
• 1963 「スタッフ・マニュアル」発行
• 1965 文献速報誌"Bibliography of library 

science and documentation"創刊(-73)
• 1967 研究誌 “ライブラリーシステム”創刊(-72)
• 1968 文献速報誌「図書館・ドキュメンテーション

文献集」創刊(-79)
• 1969 文献速報誌「医学教育文献速報」創刊(-76)
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沿革-出版 （２）

• 1971 「外国雑誌目録」出版
• 1973 「古医書目録」出版
• 1976 「きたさとニュース」創刊(03 PDF版、-06休刊）

• 1976 「フィルムライブラリ目録」出版
• 1987「医科大学における学術情報マネジメント」

「 50年のあゆみ」開設50年記念出版
• 1994 「古医書目録」改訂版出版

沿革- イベント

• 1950 日本醫學図書館協議会総会開催
• 1985 第5回国際医学図書館員会議開催

（事務局設置）

• 2006 第13回医学図書館員基礎研修会
（実行委員長・委員・事務局設置）
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沿革-協力活動

• 1936日本医学図書館(JMLA)協会加盟
• 1964 “Union Catalog of Foreign Books”

東京大学より移管

• 1966 MEDLARS索引作業(-73)
• 1969 APTIC 業務開始(-73)
• 1970 INIS 業務開始 (-73; IMICへ）

関連団体

• 財団法人 国際医学情報センター
– 1972 北里記念医学図書館を母体として発足

• 日本医学図書館協会
– 1927（昭和2）年創立,1936（昭和11）年加盟
–機関会員124 、個人会員 97 （as of May 2008）

• 私立大学図書館協議会
– 1938（昭和13）年創立
–私立大学図書館506 （FY2008）
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統計 – 資料

• 蔵書数 合計 約39万冊
• 雑誌カレントタイトル数

– 印刷版 約 2,000誌
うち外国雑誌 約 680誌*

• 電子ジャーナル
– ライフサイエンス 約 7,000誌
– 全分野 約29,000誌

＊2005年～電子ジャーナルへの切り替え強化

FY2007

単行書

9%

雑誌（印刷）

32%

電子資料

56%

その他

3%

統計 – 支出
資料購入費

合計 約2億6千万円

FY2007
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統計 – サービス

開館日数 330日(90%)
貸出合計 49,000冊
• 相互貸借（塾外）件数

– 複写受付 21,123件
– 複写依頼 1,590件
– 現物貸与 29件
– 現物借用 35件

FY2007

職員数 FTE 22名
専任・嘱託 12名（うち司書9）
委託スタッフ FTE 10名

管理 総務 ＴＳ ＰＳ PS(委託）

統計 – 職員

As of April 
2008
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経年変化 資料
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経年変化 サービス（ILL-IN）
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経年変化 代行検索（その昔）
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特徴あるサービス
臨床リソース

特徴あるサービス
医薬品・引用情報
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特徴あるサービス
利用者教育

• オリエンテーション/ ツアー
– 医学部、医学研究科（学部2年、修士1年、博士1年）、
– 看護医療学部・健康マネジメント研究科（学部3年、修士・博士1年）
– 新任教職員（看護師ほか病院技術職を含む職員、研修医）
– 実習生（看護部） 8グループ825名（2006年は776名）

• 授業
– 医学部生（3年）自主選択科目
「医学文献情報演習」16名；「EBMとその応用」15名

• セミナー
– 研究者向け「電子リソース活用講座」 10回100名
– グループ・個人カスタムメードセミナー 1回 2名

FY2007

2007~2008年度強化事業

1. 2007年度達成
– 電子リソース専用パソコン（館内利用）
– 文献お届けサービス
– 情報リテラシー教育（EBMクラスでの支援）

2. 2008年度計画
– FAQやサブジェクトガイドへの発展
– 閲覧サービスの標準化

End


